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（公財）長野県生活衛生営業指導センター 
（一社）長野県生活衛生同業組合連合会広報紙 

 
 

 

フレッシュ生衛信州 令和６年 11 月号 

 

11 月は「標準営業約款の普及登録促進月間」です 

標準営業約款制度（Ｓマーク）は消費者・利用者を守るために法律で定められた制度です。

この制度に基づいて、厚生労働大臣が認可した約款に従って営業している県下の理容店、美

容店、クリーニング店、そば店、一般飲食店では、店頭や店内にＳマークを掲げており、安

心と安全を約束する信頼のできるお店といえます。 

（公財）全国生活衛生営業指導センター及び各都道府県の生活衛生営業指導センターでは、

11月を「標準営業約款普及登録促進月間」と定め、厚生労働省の後援、各関係機関等の協

力を得ながら、同制度の周知、登録の推進を図っています。未加入店の事業主の方は、ぜひ

加入をご検討ください。 

問い合わせ先 長野県生活衛生営業指導センター  

電話：026-235-3612  

 

 

 

 

 

    

 

Sマークの「S」は３つの Sの頭文字です。 

 Safety   （安全） 

まかせて安心。万一事故が発生した場合、事故賠償基準に基づ

き、お客様には速やかに円滑な損害賠償が行われます。 

 Standard （安心） 

確かな技術。きめ細やかな対応など、お客様に提供するサービ

スの種別・内容を明確に表示。その実施をお約束します。 

 Sanitation（清潔） 

美しく清潔に。厳しい管理基準に従い、営業施設の維持・管理

を行いお客様に気持ちのよいサービスをお約束します。 

 

 

 



インターンシップ事業を行いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信州経営塾を開催しました 

９月 30日、松本市の県理容会館で、長野県理容生衛組合と長野県指導センターが共催し、

信州経営塾を開催、23名が参加しました。 

あずさ税理士法人の奥原清税理士が「基礎から学ぶ 

資産形成と補助金活用術」をテーマに講演。 

理容組合では、個人事業主が多いことを踏まえ、資産 

形成の実例が紹介されました。貯蓄、小規模企業共済、 

iDeCo、ＮＩＳＡ、保険について、それぞれの目的、所 

得控除、流動性、運用、保障面の比較、総合評価につ 

いて説明がありました。資産形成に直結するので、経 

営者の健康管理が大切であると話されました。 

理容組合には、優れた共済制度があるので加入を促進し、福利厚生の向上を図ることも重要

とのお話があり、雇用や職場に関する厚生労働省の助成金についても説明がありました。 

参加した皆さんは、熱心に聴講されていました。 

 

11 月は「生活衛生同業組合活動推進月間」です 

全国生活衛生同業組合中央会、全国生活衛生同業組合連合会及 

び都道府県生活衛生同業組合では、毎年 11月を「生活衛生同 

業組合活動推進月間」と定め、関係機関や関係団体と連携して、 

生活衛生業の新規営業者の組合加入促進や生衛組合の周知広報、 

組合活動活性化のための取組を重点的に展開しています。 

各組合は、11月を中心に、広報啓発活動や組合加入勧奨活動、 

衛生管理セミナーなどを実施します。長野県生活衛生営業指導 

センターでは、広報事業や、新規開業店舗等に対して組合加入 

を呼びかけるダイレクトメールの送付などを行います。 

生衛組合では、生活衛生業界の後継者の育成などを目的

に、小中学生や高校生を対象に、インターンシップ事業

を行っています。 

10月 18日、茅野市立宮川小学校で行われた生き方教育 

事業（宮川ドリームゼミ～子どもたちが夢と輝く未来を

みつける時間～）に、県美容業生活衛生同業組合が参加

しました。 

同組合は美容体験学習の講師を務め、３年～６年生の希

望者 54名が参加。２人１組になり、ウィッグを使用して

カットと髪を巻くワインディングを体験しました。 

ワインディングは上手な子も多い一方、カットでは、ま

っすぐに切るのは見た目より難しく、子どもたちも苦心

していましたが、皆楽しそうでした。 

組合では、11月に茅野市内の中学校でも体験学習を実施

する予定です。 

 

 

 

 



栄えある受賞 おめでとうございます 

受賞された皆様の、長年にわたる生活衛生業発展のためのご尽力と顕著な功績に深く敬意を

表しますとともに、心からのお祝いを申し上げます。  

 

＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊ 

＊      令和６年度  厚生労働大臣表彰（生活衛生功労）          。                       

＊                                               （敬称略、順不同）              ＊ 

＊       中村 実彦  長野県ホテル旅館生活衛生同業組合理事長                 ＊ 

＊         五味 博市  長野県理容生活衛生同業組合副理事長                    ＊          

＊                                                                            

＊        令和６年度 （一社）全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰        ＊                        

＊                          （敬称略、順不同）          ＊ 

＊       齊藤 茂行  長野県ホテル旅館生活衛生同業組合理事  

＊     小出  宏    長野県社交飲食業生活衛生同業組合副理事長         ＊           

＊      丸山 文夫   長野県食肉生活衛生同業組合元常務理事          ＊ 

 ＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊ 

 

経営課題解決セミナーが開催されました 

日本政策金融公庫松本支店などが主催する、飲食店経営者向け課題解決セミナーが、９月

18日、松本商工会館(松本市)で開催されました。 

講師は、(株)ウィット フードアカウンティング協会 

の遠山景子氏。「これから生き残る強い店づくり～ 

材料費高騰・人手不足対策～」をテーマに講演され 

ました。 

フードアカウンティング協会は、飲食店の繁盛化を 

サポートする会計事務所で構成する団体です。 

遠山氏は、ＳＮＳでお客が発信した情報により、評判 

の良い店にお客が集中している。顧客満足、差別化、 

商品力が今まで以上に求められると話されました。 

 

集客メニュー、定番・利益確保メニュー、季節メニューなど、メニューを戦略的な構成に

し、売りたいものを売ること、客単価や利益を確保する「売る仕組み」をつくることが必要

と話されました。特に、メニュー表づくりの重要性を説かれ、メニュー表の Before After

の実例を紹介されました。 

人手不足への対応としては、少人数オペレーションによる業務の効率化をあげ、テーブルオ

ーダーやモバイルオーダーなどを紹介。デジタルツールの導入により、一人ひとりの給与増

を目指すことが必要と強調されました。 

飲食店の現場が取り組める実例を多数紹介いただき、参加者に大変好評でした。 

 

 

 

 

 

  

  

 

公益財団法人 長野県生活衛生営業指導センター 
[一般社団法人 長野県生活衛生同業組合連合会] 

〒380-0872長野市南長野妻科 426-1 長野県建築士会館３F 

  電話：026-235-3612 FAX：026-234-0369  E-mail：naganocenter@seiei.or.jp 


